
資料５

件名・議案 提案者
資料

（頁）

提案理由等
（※シンポジウム等、後援関係につ

いては概要を記載）
説明者

Ⅰ　審議事項

１．提言等関係

提案1

提言「我が国にお
けるがん創薬を目
指した基礎研究の
推進と臨床試験体
制の整備につい
て」について日本
学術会議会則第２
条第３号の「提
言」として取り扱
うこと

基礎医学
委員長、
臨床医学
委員長

別添1-1
別添1-2

基礎医学委員会・臨床医学委員会合
同腫瘍分科会において、提言をとり
まとめたので、関係機関等に対する
提言として、これを外部に公表した
いため。
※第二部査読

腫瘍分科
会/
馬場幹事

提案2

報告「気候変動に
対応する育種学の
課題と展開」につ
いて日本学術会議
会則第２条第４号
の「報告」として
取り扱うこと

農学委員
会委員長

別添2-1
別添2-2

農学委員会育種学分科会において、
報告をとりまとめたので、関係機関
等に対する報告として、これを外部
に公表したいため。
※第二部査読

育種学分
科会/
倉田委員
長、西尾
幹事

提案3

提言「東日本大震
災に関する学術調
査・研究活動―成
果・課題・提案
―」について日本
学術会議会則第２
条第３号の「提
言」として取り扱
うこと

東日本大
震災に係
る学術調
査検討委
員会委員
長

別添3-1
別添3-2

東日本大震災に係る学術調査検討委
員会において、提言を取りまとめた
ので、関係機関等に対する提言とし
て、これを外部に公表したいため。
※科学と社会委員会査読

東日本大
震災に係
る学術調
査検討委
員会/
岩澤委員
長、山川
幹事

提案4

提言「我が国にお
ける医学・医療領
域におけるゲノム
編集技術のあり
方」について日本
学術会議会則第２
条第３号の「提
言」として取り扱
うこと

医学・医
療領域に
おけるゲ
ノム編集
技術のあ
り方検討
委員会委
員長

別添4-1
別添4-2

医学・医療領域におけるゲノム編集
技術のあり方検討委員会において、
提言を取りまとめたので、関係機関
等に対する提言として、これを外部
に公表したいため。
※科学と社会委員会査読

医学・医
療領域に
おけるゲ
ノム編集
技術のあ
り方検討
委員会/
五十嵐委
員長、阿
久津幹事

提案5

報告「労働時間の
規制の在り方に関
する報告」につい
て日本学術会議会
則第２条第４号の
「報告」として取
り扱うこと

経済学委
員会

別添5-1
別添5-2

経済学委員会ワーク・ライフ・バラ
ンス研究分科会において、報告を取
りまとめたので、関係機関等に対す
る報告として、これを外部に公表し
たいため。
※第一部査読

ワーク・
ライフ・
バランス
研究分科
会/
永瀬委員
長

審　議　事　項
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提案6

提言「働く世代の
生活習慣病予防―
健診・保健指導の
今後の展開と若年
期からの対策の重
要性―」について
日本学術会議会則
第２条第３号の
「提言」として取
り扱うこと

健康・生
活科学委
員会委員
長

別添6-1
別添6-2

健康・生活科学委員会生活習慣病対
策分科会において、提言をとりまと
めたので、関係機関等に対する提言
として、これを外部に公表したいた
め。
※第二部査読

生活習慣
病対策分
科会/
磯（いそ）

委員長、
八谷（やつ

や）幹事

提案7

報告「社会に貢献
する医療系薬学研
究の推進」につい
て日本学術会議会
則第２条第４号の
「報告」として取
り扱うこと

薬学委員
会委員長

別添7-1
別添7-2

薬学委員会医療系薬学分科会におい
て、報告をとりまとめたので、関係
機関等に対する報告として、これを
外部に公表したいため。
※第二部査読

医療系薬
学分科会/
望月委員
長、高倉
幹事

提案8

提言「超スマート
社会実現による健
康寿命延伸のため
の材料戦略－医療
を支えるバイオマ
テリアル研究に関
する提言－」につ
いて日本学術会議
会則第２条第３号
の「提言」として
取り扱うこと

材料工学
委員会委
員長

別添8-1
別添8-2

材料工学委員会バイオマテリアル分
科会において、提言をとりまとめた
ので、関係機関等に対する提言とし
て、これを外部に公表したいため。
※第三部査読

バイオマ
テリアル
分科会/
塙副委員
長、岸田
幹事

提案9

報告「環境政策に
おける意思決定の
ためのレギュラト
リーサイエンスの
ありかたについ
て」について日本
学術会議会則第２
条第４号の「報
告」として取り扱
うこと

健康・生
活科学委
員会委員
長、環境
学委員会
委員長

別添9-1
別添9-2

健康・生活科学委員会・環境学委員
会合同環境リスク分科会において、
報告をとりまとめたので、関係機関
等に対する報告として、これを外部
に公表したいため。
※第二部査読

環境リス
ク分科会/
秋葉委員
長、浅見
幹事

提案10

報告「情報通信人
材育成の連鎖構築
について」につい
て日本学術会議会
則第２条第４号の
「報告」として取
り扱うこと

電気電子
工学委員
会委員長

別添10-1
別添10-2

電気電子工学委員会通信・電子シス
テム分科会において、報告をとりま
とめたので、関係機関等に対する報
告として、これを外部に公表したい
ため。
※第三部査読

通信・電
子システ
ム分科会/
津田委員
長、吉田
副委員長

提案11

報告「グローバル
化と地方再生のた
めの人材育成―シ
ンクタンク・ネッ
トワーク形成と若
者の未来―
」について日本学
術会議会則第２条
第４号の「報告」
として取り扱うこ
と

政治学委
員会

別添11-1
別添11-2

政治学委員会比較政治分科会におい
て、報告を取りまとめたので、関係
機関等に対する報告として、これを
外部に公表したいため。
※第一部査読

比較政治
分科会/
小川副委
員長
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提案12

提言「性的マイノ
リティの権利保障
をめざして―婚
姻・教育・労働を
中心に―」につい
て日本学術会議会
則第２条第３号の
「提言」として取
り扱うこと

法学委員
会

別添12-1
別添12-2

法学委員会社会と教育におけるLGBTI
の権利保障分科会において、提言を
取りまとめたので、関係機関等に対
する提言として、これを外部に公表
したいため。
※第一部査読

社会と教
育におけ
るLGBTIの
権利保障
分科会/
三成委員
長、二宮
副委員長

２．協力学術研究団体関係

提案13

日本学術会議協力
学術研究団体を指
定すること

会長 別添13
(1)

日本学術会議協力学術研究団体への
新規申込のあった下記団体につい
て、科学者委員会の意見に基づき、
指定することとしたい。
①日本映画学会
②日本ＦＰ学会
※平成29年8月31日現在2,014団体
（上記申請団体を含む）

会長

３．国際関係

提案14

平成29年度代表派
遣について、実施
計画に基づく10－
12月期の会議派遣
者を決定すること

会長 別添13
(2-3)

平成29年度代表派遣実施計画に基づ
き、10－12月期の会議派遣者を決定
する必要があるため。

花木副会
長

提案15

平成29年度代表派
遣について、会議
の追加及び派遣者
の決定をすること

会長 別添13
(4)

平成29年度代表派遣について、会議
の追加及び派遣者の決定をする必要
があるため。

花木副会
長

提案16

平成29年度フュー
チャー・アースに
関する基本方針に
基づく、派遣会議
及び会議派遣者を
決定すること

会長 別添13
(5-6)

平成29年度フューチャー・アースに
関する国際会議等への代表者の派遣
の基本方針に基づき、派遣会議及び
会議派遣者を決定する必要があるた
め。

※国際委員会8月30日承認、同
フューチャー・アースの国際的展開
対応分科会8月18日承認

花木副会
長

提案17

「Future Earth
Special Seminar
“Science and
Communication”
(仮)」、「世界科
学館サミット
SCWS2017セッショ
ンAwareness to
Actions!-Global
Changes and
Future Earth」及
び「Future Earth
Strategic Seminar
“Future Earth
and Communication
(仮)”」の共催及
び外国人の招聘に
ついて

会長 別添13
(7)

主催者からの要請に基づき、フュー
チャー・アース国際本部事務局を担
う学術会議として、「Future Earth
Special Seminar “Science and
Communication”(仮)」、「世界科学
館サミットSCWS2017セッション
Awareness to Actions!-Global
Changes and Future Earth」及び
「Future Earth Strategic Seminar
“Future Earth and Communication
(仮)”」を共催することとし、運営
の一部として、外国人を招聘するこ
ととしたいため。

※国際委員会8月30日承認、同
フューチャー・アースの国際的展開
対応分科会8月18日承認

花木副会
長
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提案18

「フューチャー・
アース東京会議」
の共催及び外国人
の招聘について

会長 別添13
(8)

主催者からの要請に基づき、フュー
チャー・アース国際本部事務局を担
う学術会議として、「フュー
チャー・アース東京会議」を共催す
ることとし、運営の一部として、外
国人を招聘することとしたいため。

※国際委員会8月30日承認、同
フューチャー・アースの国際的展開
対応分科会8月18日承認

花木副会
長

提案19

「地球大気科学国
際協同研究計画
（IGAC）国際会議
準備会合」、
「IGAC科学運営委
員会2017」及び
「大気組成・化学
の観測・モデル会
議」の共催及び外
国人の招聘につい
て

会長 別添13
(9-11)

主催者からの要請に基づき、フュー
チャー・アース国際本部事務局を担
う学術会議として、「地球大気科学
国際協同研究計画（IGAC）国際会議
準備会合」、「IGAC科学運営委員会
2017」及び「大気組成・化学の観
測・モデル会議」を共催することと
し、運営の一部として、外国人を招
聘することとしたいため。

※国際委員会8月30日承認、同
フューチャー・アースの国際的展開
対応分科会8月18日承認

花木副会
長

４．シンポジウム等（第23期中の開催）

提案20

公開シンポジウム
「学会の男女共同
参画を考える～医
療・介護・福祉/社
会保障フォーラム
in花巻～」

第一部部
長

別添13
(12)

主催：日本学術会議第一部総合ジェ
ンダー分科会
日時：平成29年9月22日（金）
    　15:30～17:00
場所：久留米シティプラザ（交渉
中）
※第一部承認

－

提案21

公開シンポジウム
「ライフサイエン
ス・臨床医学にお
けるイメージング
サイエンスの展
開」の開催につい
て

臨床医学
委員会委
員長

別添13
(13-14)

主催：日本学術会議臨床医学委員会
放射線・臨床検査分科会、新学術領
域研究「学術研究支援基盤形成」先
端バイオイメージング支援プラット
フォーム
日時：平成29年９月26日（火）
　　　13:30～17:45
場所：日本学術会議講堂
※第二部承認

－

提案22

公開シンポジウム
「名古屋議定書、
日本において発効—
締約国加入後の学
術研究におけるリ
スク管理について-
」の開催について

農学委員会
委員長
食料科学委
員会委員長
基礎医学委
員会委員長
統合生物学
委員会委員
長
基礎医学委
員会委員長

別添13
(15-16)

主催：日本学術会議農学委員会・食
料科学委員会合同農学分野における
名古屋議定書関連検討分科会,基礎生
物学委員会・統合生物学委員会・農
学委員会・基礎医学委員会合同遺伝
資源分科会
日時：平成29年９月25日（月）
　　　13：00～17：00
場所：日本学術会議講堂
※第二部承認

－
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５．シンポジウム等（第24期開催）

提案23

公開シンポジウム
「GLP(全球陸域研
究計画)の推進と国
連持続可能な開発
目標(SDGs)への貢
献」

環境学委
員会委員
長、地球
惑星科学
委員会委
員長

別添13
(17-18)

主催：日本学術会議環境学委員会・
地球惑星科学委員会合同IGBP・
WCRP・DIVERSITAS合同分科会
日時：平成29年10月16日（月）
　
場所：日本学術会議講堂
※第三部承認

－

提案24

公開シンポジウム
「イノベーション
プラットフォーム
としてのバイオマ
テリアル２０１
７」

材料工学
委員会委
員長

別添13
(19-20)

主催：日本学術会議材料工学委員会
バイオマテリアル分科会
日時：平成29年11月21日（火）
　　　9：30～12:00
場所:タワーホール船堀5階小ホール
※第三部承認

－

提案25

公開シンポジウム
「第７回計算力学
シンポジウム」

総合工学
委員会委
員長、機
械工学委
員会委員
長

別添13
(21-22)

主催：日本学術会議総合工学委員
会・機械工学委員会合同計算科学シ
ミュレーションと工学設計分科会
日時：平成29年12月7日（水）
　　　10:00～17:30
場所：日本学術会議講堂　外1室
※第三部承認

－

提案26

北海道地区会議主
催学術講演会
「持続可能な世界
にむけて、国連が
採択した目標
(SDGs)と教育（仮
題）」の開催につ
いて

科学者委
員会委員
長

別添13
(23-24)

主催：日本学術会議北海道地区会議
共催：北海道教育大学
日時：平成29年11月12日(日)
　　　13:30～17:00
場所：北海道教育大学旭川校301教室
      (旭川市北門町9丁目)

－

提案27

中部地区会議主催
学術講演会
「ジェンダーと名
古屋大学」の開催
について

科学者委
員会委員
長

別添13
(25)

主催：日本学術会議中部地区会議
共催：名古屋大学
日時：平成29年11月30日（木）
　　　　　13：15～16：00
場所：名古屋大学アジア法交流館２
階コミュニティフォーラム
（名古屋市千種区不老町）

－

６．後援

提案28

国際会議の後援を
すること

会長 - 以下の国際会議について、後援の申
請があり、国際委員会において審議
を行ったところ、適当である旨の回
答があったので、後援することとし
たいため。

①科学技術と人類の未来に関する国
際フォーラム第１４回年次総会
主催：特定非営利活動法人STSフォー
ラム
期間：平成29年10月1日(日)～10月3
日（火）（3日間）
場所：国立京都国際会館（京都府京
都市）
参加予定国数： 80か国・地域
申請者：特定非営利活動法人STS
フォーラム理事長　尾身　幸次
※国際委員会8月30日承認

会長
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提案29

国内会議の後援を
すること

会長 - 　以下の会議について、後援の申請
があり、関係する部に審議付託した
ところ、適当である旨の回答があっ
たので、後援することとしたい。

会長

①第36回日本医学哲学・倫理学会大
会公開シンポジウム
主催：日本医学哲学・倫理学
期間：平成29年11月12日
場所：帝京科学大学（東京都足立
区）
参加予定者数：約300名
申請者：日本医学哲学・倫理学会
会長　藤野昭弘
※第二部承認

②数理科学教育シンポジウム「数理
科学教育の現代的展開」
主催：東北大学高度教養教育・学生
支援機構
期間：平成29年11月13日
場所：TKP東京駅前カンファレンスセ
ンター（東京都中央区）
参加予定者数：
申請者：東北大学高度教養教育・学
生支援機構長　花輪　公雄
※第三部承認

③第41回人間‐生活環境系シンポジ
ウム
主催：人間－生活環境系学会会長
期間：平成29年12月9日-10日
場所：信州大学（長野県上田市）
参加予定者数：約100名
申請者：人間－生活環境系学会会長
都築和代
※第二部、第三部承認

④日本地球惑星科学連合2018年大会
主催：公益社団法人日本地球惑星科
学連合
期間：平成30年5月20-24日
場所：幕張メッセ（千葉県千葉市）
参加予定者数：約8,450名
申請者：公益社団法人日本地球惑星
科学連合会長　川幡　穂高
※第三部承認

⑤第14回日本社会福祉学会フォーラ
ム
主催：一般社団法人日本社会福祉学
会会長
期間：平成29年12月9日
場所：アクロス福岡（福岡県福岡
市）
参加予定者数：約名
申請者：一般社団法人日本社会福祉
学会会長　岩崎　晋也
※第一部承認

Ⅱ　その他

資料

１． 参考１今後の幹事会開催予定
　次回は９月１５日（金）15時30分開催
　　※13:30～15:30新会員候補者向け説明会を開催

件名
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